
わ
ゆ
る
「
固
有
の
重
商
主
義
」
と
呼
ぱ
れ
る
諸
理
論
、
あ
る
い
は
そ
の

他
の
重
商
主
義
的
諸
理
論
の
展
開
過
程
を
く
ぐ
る
こ
と
を
不
可
欠
と
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

る
も
な
お
、
ア
ダ
ム
・
ス
、
・
・
ス
に
お
げ
る
古
典
派
経
済
学
体
系
に
体
系

、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
、

的
に
連
絡
す
る
も
の
と
し
て
、
古
典
派
経
済
学
体
系
の
出
発
点
“
創
始

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
市
民
革
命
と
産
業
革
命

を
つ
な
ぐ
、
理
論
体
系
移
成
過
程
に
お
げ
る
非
連
続
の
連
続
の
構
造
こ

そ
が
ペ
テ
ィ
の
学
説
史
上
の
位
置
を
明
ら
か
に
す
る
視
角
で
あ
ろ
う
。

　
＠
　
か
く
し
て
ま
た
、
こ
の
視
角
か
ら
の
残
さ
れ
た
緊
急
の
課
題
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、

ペ
テ
ィ
ー
ロ
ッ
ク
関
係
の
再
検
討
に
よ
る
市
民
革
命
経
済
理
論
と
し
て

、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

の
イ
ギ
リ
ス
古
典
派
経
済
学
の
出
発
点
Ｈ
創
始
構
造
の
抽
出
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
上

共

コ
百
Ｈ

研
究
室

共
同
研
究
室

　
昭
和
四
七
年
度
第
一
一
回
研
究
会
（
昭
和
四
八
年
一
月
十
九
日
）

　
　
　
　
▼
テ
ー
マ
　
ソ
ビ
ニ
ト
の
諸
研
究
所
を
廻
っ
て

　
　
　
　
　
報
告
者
　
芦
田
文
夫
氏

　
昭
和
四
七
年
度
第
二
一
回
研
究
会
（
一
月
二
六
日
）

　
　
　
　
▼
テ
ー
マ
　
現
代
巨
大
企
業
の
独
自
的
な
生
産
単
位
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
い
て
　
　
工
場
結
合
体
Ｈ
コ
ン
ヒ
ナ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
の
実
証
的
分
析

　
　
　
　
　
報
告
者
　
坂
本
和
一
氏

　
報
告
要
旨

　
　
（
以
下
で
は
、
報
告
の
実
証
的
部
分
は
ま
っ
た
く
省
略
し
、
結
論
の
み
を
要

　
約
す
る
）

　
１
　
問
　
題

　
第
一
　
現
代
の
支
配
的
な
産
業
資
本
Ｈ
巨
大
産
業
資
本
の
直
接
的
生

産
過
程
の
構
造
を
分
析
す
る
た
め
の
表
象
Ｈ
分
析
対
象
を
確
定
す
る
こ

と
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
発
展
形
態
の
生
産
単
位
に
お
い

て
実
現
さ
れ
て
い
る
産
業
資
木
の
直
接
的
生
産
過
程
で
あ
る
か
と
い
う

こ
と
を
あ
き
ら
か
に
す
る
こ
と
。

　
　
　
　
、
　
＾
　
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、

　
第
二
　
現
実
と
理
論
Ｈ
『
貰
木
論
』
に
お
け
る
産
業
資
本
の
直
接
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
七
　
（
七
九
七
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
靖
二
十
一
巻
・
箪
六
号
）

、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、

生
産
過
程
の
理
論
と
の
ず
れ
を
あ
き
ら
か
に
し
、
　
『
資
本
論
』
の
理
論

に
お
げ
る
分
析
対
象
の
歴
史
的
制
約
性
を
あ
き
ら
か
に
す
る
こ
と
。
し

た
が
っ
て
ま
た
、
現
代
の
『
気
本
論
』
の
跡
諭
の
た
め
新
た
な
分
析
対

象
設
定
の
必
要
性
を
あ
き
ら
か
に
す
る
こ
と
。

　
ｕ
　
『
資
本
論
』
に
お
げ
る
産
業
資
本
の
直
接
的
生
産
過
程
（
第
一

　
　
部
第
二
～
六
篇
）
の
理
論
の
表
象
１
１
分
析
対
象

　
ま
ず
は
じ
め
に
、
以
下
の
分
析
の
基
準
と
し
て
、
　
『
資
本
論
』
に
お

げ
る
産
業
資
本
の
直
接
的
生
産
過
程
の
理
論
の
分
析
対
象
を
あ
き
ら
か

に
し
て
お
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

　
ま
ず
『
資
本
論
』
で
は
、
工
場
に
お
い
て
実
現
さ
れ
て
い
る
産
業
資

本
の
直
接
的
生
産
過
程
が
分
析
対
象
と
さ
れ
て
い
る
（
本
来
的
マ
ニ
ュ
フ

ァ
ク
チ
ュ
ァ
や
初
期
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ァ
ー
１
単
屯
協
業
経
営
で
実
現
さ
れ
て

い
る
そ
れ
で
は
な
い
）
。
　
こ
の
点
は
、
す
で
に
自
明
の
こ
と
と
な
っ
て
い

る
。
第
一
部
第
二
二
章
「
機
械
と
大
工
業
」
第
一
節
「
機
械
の
発
達
」

お
よ
び
第
四
節
「
工
場
」
を
み
よ
。

　
さ
ら
に
『
資
本
論
』
で
は
、
こ
の
よ
う
た
産
業
資
本
の
直
接
的
生
産

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

過
程
が
実
現
さ
れ
て
い
る
工
場
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
表
象
が
設
定
さ

れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
こ
の
点
が
問
題
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
よ

う
た
『
資
本
論
』
に
お
げ
る
工
場
に
つ
い
て
の
具
体
的
た
表
象
を
み
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
八
　
（
七
九
八
）

み
る
と
、
そ
れ
は
っ
ぎ
の
二
っ
の
点
を
基
本
的
な
内
容
と
し
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
。

　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
第
一
　
機
械
体
系
を
骨
格
と
し
て
生
産
の
行
な
わ
れ
て
い
る
作
業
場

（
道
具
に
よ
る
も
の
で
は
た
い
）
で
あ
る
こ
と
。

　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

　
第
二
　
一
個
の
建
築
物
に
よ
っ
て
包
摂
さ
れ
て
い
る
作
業
場
で
あ
る

こ
と
。

　
た
だ
し
、
わ
た
く
し
た
ち
に
と
っ
て
、
第
一
の
点
は
す
で
に
常
識
と

な
っ
て
い
る
が
、
第
二
の
点
は
こ
れ
ま
で
明
確
に
意
識
さ
れ
て
理
解
さ

れ
て
い
な
い
点
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
こ
の
第
二
の
点
を
工
場
と

い
う
場
合
の
表
象
の
内
容
と
し
て
明
確
に
し
て
お
く
こ
と
は
、
以
下
に

み
る
よ
う
な
現
段
階
の
も
っ
と
も
発
展
し
た
生
産
単
位
の
表
象
的
把
握

の
た
め
に
は
不
可
欠
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
第
二
の
点
の
理
解
の
た
め

に
は
、
第
一
部
第
二
二
章
靖
一
節
「
機
械
の
発
達
」
に
お
け
る
つ
ぎ
の

文
章
、
と
く
に
傍
線
部
分
を
み
よ
。

　
「
伝
力
機
に
媒
介
さ
れ
て
の
み
一
個
の
中
央
的
自
動
装
置
か
ら
運
動

を
受
げ
と
る
編
制
さ
れ
た
諸
作
業
機
の
体
系
と
し
て
、
機
械
経
営
は
そ

の
最
も
発
展
し
た
姿
態
を
有
す
る
。
こ
の
場
合
に
は
個
々
の
機
械
の
代

り
に
一
個
の
機
械
的
怪
物
が
現
わ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
体
魑
は
全

工
場
建
築
物
（
。
ｑ
彗
塞
ヨ
巨
忍
ｏ
霊
巨
¢
）
に
い
っ
ぱ
い
と
な
り
、
そ
の
悪



魔
的
力
は
、
そ
の
巨
大
な
肢
体
の
い
と
荘
重
・
謹
厳
な
運
勒
に
よ
っ
て

最
初
に
は
隠
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
無
数
の
本
来
的
作
業
器
官
の
熱
狂

的
乱
舞
に
お
い
て
爆
発
す
る
。
」
（
『
資
本
論
」
第
一
部
、
青
木
文
庫
版
第
三

分
冊
六
二
四
～
六
二
五
べ
ｉ
ジ
。
傍
線
は
引
用
者
。
）

　
皿
　
現
代
巨
大
産
業
資
本
の
庖
接
的
生
産
過
程
が
実
塊
さ
れ
て
い
る

　
　
独
白
的
な
生
産
単
位

　
こ
こ
で
の
課
題
は
、
以
上
の
よ
う
な
『
資
本
論
』
で
表
象
さ
れ
て
い

　
、
　
　
　
、

る
工
場
を
基
準
と
し
て
み
た
と
き
、
現
代
巨
大
産
芙
資
本
の
直
接
的
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

産
過
程
が
実
現
さ
れ
て
い
る
独
白
的
な
生
産
単
位
Ｈ
巨
大
生
産
単
位
が

ど
の
よ
う
な
発
展
形
態
を
と
っ
て
い
る
と
い
え
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。　

こ
こ
で
の
分
析
の
前
提
。

　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

　
第
一
　
巨
大
産
業
資
本
１
１
巨
大
産
業
企
業
と
し
、
以
下
後
者
を
対
象

と
し
て
分
析
す
る
。

　
第
二
　
分
析
対
象
を
さ
ら
に
日
本
の
場
合
に
隈
定
す
る
。
こ
の
場
合
、

使
用
総
資
本
一
、
○
○
○
億
円
以
上
の
企
業
を
巨
大
企
業
と
す
る
（
一
」

の
基
準
は
、
普
通
行
わ
れ
て
い
る
資
本
金
一
〇
〇
億
円
以
上
の
企
業
Ｈ
巨
大
企

業
と
い
う
基
準
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
）
。

　
第
三
　
巨
大
産
業
企
業
の
直
接
的
生
産
過
程
が
実
現
さ
れ
て
い
る
独

　
　
　
　
共
同
研
究
室

白
的
な
生
産
単
位
Ｈ
巨
大
生
産
単
位
を
、
投
下
資
本
一
〇
〇
億
円
以
上

の
生
産
単
位
と
す
る
。

　
以
上
の
前
提
の
上
に
立
っ
て
、
以
下
、
も
っ
ぱ
ら
巨
大
生
産
単
位
の

発
展
形
態
を
あ
き
ら
か
に
す
る
。

　
い
　
第
一
次
的
検
討

　
と
り
あ
え
ず
、
こ
こ
で
は
五
つ
の
基
幹
的
産
業
、
鉄
鋼
業
、
化
学
工

業
、
繊
維
工
業
、
自
動
車
工
業
、
造
船
業
を
対
象
と
し
て
、
巨
大
生
産

単
位
を
類
型
化
し
、
そ
の
代
表
的
類
型
を
抽
出
す
る
。
以
下
に
、
代
表

的
類
型
を
列
挙
す
る
。

　
Ａ
　
鉄
　
鋼
　
業
…
－
６
銑
鋼
一
貫
製
鉄
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
製
鋼
・
圧
延
製
鉄
所

　
Ｂ
　
化
学
工
業
…
－
６
ア
ン
モ
ニ
ア
関
連
製
品
一
貫
製
造
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
油
化
学
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト

　
Ｃ
　
繊
維
工
業
…
…
　
合
成
繊
維
一
貫
製
造
所

　
Ｄ
　
自
動
車
工
業
…
…
Ｏ
完
成
車
一
貫
製
造
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
車
体
・
完
成
車
製
造
所

　
Ｅ
　
造
　
船
業
…
…
〇
一
貫
造
船
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
船
体
・
完
成
船
造
船
所

　
巨
大
生
産
単
位
の
こ
れ
ら
の
代
表
的
類
型
を
倹
討
の
結
果
、
そ
れ
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
九
　
（
七
九
九
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
一
巻
・
第
六
号
）

　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

が
す
べ
て
工
場
結
合
体
で
あ
る
こ
と
、
し
か
も
そ
れ
ら
は
基
本
的
に
巨

大
生
産
単
位
と
し
て
の
み
存
在
す
る
工
場
結
合
体
で
あ
る
こ
と
（
し
た

が
っ
て
、
い
わ
ば
縮
少
さ
れ
た
規
模
で
の
工
場
結
合
体
と
し
て
は
一
般
的
に
は
存

在
し
た
い
も
の
で
あ
る
こ
と
）
が
検
出
さ
れ
る
（
た
だ
し
、
以
上
の
中
で
、
鉄

鋼
業
に
お
け
る
◎
製
鋼
・
圧
延
製
鉄
所
の
み
は
例
外
で
、
縮
少
さ
れ
た
規
模
で
の

工
場
結
合
体
と
し
て
一
般
的
に
。
存
在
し
て
お
り
、
む
し
ろ
巨
大
生
産
単
位
と
し
て

の
そ
れ
は
例
外
的
で
あ
る
。
工
場
結
合
体
と
い
っ
て
も
、
二
つ
の
場
合
が
あ
る
こ

と
に
注
意
）
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
あ
き
ら
か
に
『
資
本
論
』
に
お
け
る
分

析
対
象
の
歴
史
的
制
約
性
が
予
想
さ
れ
る
。

　
の
　
第
二
次
的
検
討

　
し
か
し
、
以
上
の
よ
う
に
巨
大
生
産
単
位
が
工
場
結
合
体
で
あ
る
と

い
う
こ
と
か
ら
、
た
だ
ち
に
『
資
本
論
』
に
お
け
る
分
析
対
象
の
歴
史

的
制
約
性
Ｈ
現
代
の
『
資
本
論
』
の
た
め
の
新
た
た
分
析
対
象
設
定

（
す
な
わ
ち
、
工
場
に
か
え
て
工
場
結
合
体
を
分
析
対
象
と
す
る
と
い
う
こ
と
）

の
必
要
性
を
結
論
づ
げ
る
こ
と
は
で
き
た
い
。
な
ぜ
た
ら
、
一
九
世
紀

中
期
段
階
１
『
資
本
論
』
成
立
当
時
に
お
い
て
も
工
場
結
合
体
は
存
在

し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　
例
　
綿
紡
織
業
…
…
紡
織
兼
営
「
工
場
」

　
　
　
製
鉄
業
…
…
銑
錬
一
貫
製
鉄
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
〇
　
（
八
○
○
）

　
　
　
　
（
こ
れ
ら
の
存
在
に
つ
い
て
具
体
的
に
は
、
堀
江
英
一
編
著
『
イ
ギ
リ

　
　
　
ス
エ
場
制
度
の
成
立
』
一
九
七
〇
年
、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
第
一
章
、

　
　
　
第
二
章
を
参
照
。
）

　
し
た
が
っ
て
、
間
題
は
、

　
第
一
　
な
ぜ
『
資
本
論
』
は
、
現
実
に
存
在
す
る
も
っ
と
も
発
展
し

た
生
産
単
位
と
し
て
の
工
場
結
合
体
を
単
独
の
工
場
の
次
元
に
解
消
し

て
分
析
対
象
と
し
た
か
一

　
第
二
　
こ
の
よ
う
な
一
九
世
紀
中
期
段
階
の
工
場
結
合
体
と
く
ら
べ

て
、
現
代
の
工
場
結
合
体
は
単
独
の
工
場
に
解
消
し
て
把
握
で
き
な
い

よ
う
た
独
自
性
を
も
っ
て
い
る
か
ど
う
か
。

　
以
上
の
二
つ
に
し
ぽ
ら
れ
る
。

　
第
一
の
問
題
に
つ
い
て
。
一
九
世
紀
中
期
段
階
の
工
場
結
合
体
は
、

労
働
過
程
・
生
産
物
の
点
で
単
独
の
工
場
に
対
す
る
独
自
性
を
も
っ
て

い
な
か
っ
た
。
す
た
わ
ち
、
工
場
結
合
体
を
編
成
す
る
工
場
は
、
単
独

の
工
場
に
分
解
し
た
彩
態
で
で
も
存
在
し
得
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、

こ
の
段
階
の
工
場
結
合
体
は
、
単
独
の
工
場
の
単
た
る
よ
せ
集
め
１
１
形

、
　
　
、

式
的
工
場
結
合
体
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
ま
た
、
そ
れ
は
、
理
論
的

に
は
単
独
の
工
場
に
解
消
し
て
把
握
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
。

　
第
二
の
問
題
に
つ
い
て
。
現
代
の
工
場
結
合
体
は
、
一
九
世
紀
中
期

段
階
の
そ
れ
と
は
あ
き
ら
か
に
異
た
り
、
基
本
的
に
は
単
独
の
工
場
で



は
実
現
し
得
な
い
、
独
白
の
労
働
過
程
・
生
産
物
を
実
現
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
工
場
結
合
体
を
編
成
す
る
工
場
は
、
単
独
の
工
場
に
分
解

し
た
形
態
で
は
存
在
し
得
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
現
代
の
工
場
結

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

合
体
は
、
そ
れ
自
体
が
一
個
の
固
定
化
し
た
生
産
単
位
Ｈ
実
質
的
工
場

結
合
体
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
ま
た
、
そ
れ
は
、
理
論
的
に
も
単
独
の

工
場
に
解
消
し
て
は
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
性
格
の
も
の
に
な
っ

て
い
る
。

　
（
本
報
告
に
関
連
し
て
、
本
誌
第
二
〇
巻
第
五
・
六
合
併
号
所
収
の
拙
稿
「
現

代
巨
大
企
業
に
お
げ
る
杜
会
的
労
働
過
程
の
ブ
ロ
セ
ス
構
造
」
、
お
よ
び
本
誌
第

二
一
巻
第
三
・
四
合
併
号
所
収
の
拙
稿
「
『
資
本
論
』
に
お
げ
る
産
業
資
本
の
直

接
的
生
産
過
程
論
」
を
参
照
。
）

▼
本
年
度
（
昭
和
四
七
年
四
月
以
降
四
八
年
三
月
迄
）
会
員
が
本
誌
以

外
に
発
表
し
た
業
績
は
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

芦
田
文
夫

　
杜
会
主
義
的
所
有
論
の
若
干
の
問
題

　
　
　
く
経
済
Ｖ
　
昭
和
四
八
年
一
月
号

足
立
政
男

　
家
訓
は
生
き
て
い
る

　
　
　
く
プ
レ
ジ
デ
■
ト
ｙ
第
九
巻
・
第
六
号

　
　
　
　
共
同
研
兜
室

　
老
舗
の
家
訓
か
ら
見
た
企
業
永
続
の
秘
訣

　
　
　
く
経
営
と
道
徳
Ｖ
第
十
三
号

　
家
訓
が
語
る
企
業
永
続
の
秘
訣

　
　
　
く
近
代
経
営
Ｖ
昭
和
四
八
年
一
月
号

大
藪
輝
雄

　
Ｅ
Ｅ
Ｃ
農
業
市
場
の
形
成
と
マ
ソ
ス
ホ
ル
ト
・
プ
ラ
ソ

　
　
　
〈
近
代
農
業
と
小
農
問
題
Ｖ
　
所
収

　
　
　
　
　
　
山
雪
会
　
昭
和
四
七
年
六
月

　
Ｅ
Ｃ
農
業
政
策
の
新
展
開

　
　
　
く
経
済
Ｖ
　
昭
和
四
七
年
七
月
号

岡
崎
栄
松

　
私
の
す
い
せ
ん
す
る
必
読
書

　
　
　
く
経
済
セ
ミ
ナ
ー
Ｖ
　
昭
和
四
七
年
四
月
号

　
マ
ル
ク
ス
経
済
学
の
基
本
的
性
格

　
資
本
の
循
環

　
　
　
『
新
マ
ル
ク
ス
経
済
学
講
座
』
　
第
一
巻

　
　
　
　
　
　
有
斐
閣
昭
和
四
七
年
五
月

小
野
一
郎

　
生
産
部
面
に
お
げ
る
杜
会
主
義
国
の
労
働
組
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
一
　
（
八
〇
一
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
一
巻
・
第
六
号
）

　
　
　
〈
労
働
・
農
民
運
動
Ｖ
　
昭
和
四
八
年
三
月
号

小
檜
山
政
克

　
ソ
連
経
済
改
革
と
「
商
品
・
貨
幣
関
係
」

　
　
　
〈
経
済
研
究
Ｖ
　
一
橋
大
　
第
二
四
巻
・
第
一
号

小
牧
聖
徳

　
中
小
企
業
金
融
対
策
部
会
報
告
書

　
　
　
京
都
府
中
小
企
業
対
策
協
議
会
　
昭
和
四
七
年
二
一
月

後
藤
　
靖

　
後
藤
象
二
郎

　
自
由
民
権
運
動

　
　
　
く
ブ
リ
タ
ニ
カ
大
百
科
辞
典
Ｖ
　
昭
和
四
七
年

　
国
家
権
力
と
生
活
防
衛

　
　
　
『
日
本
生
活
文
化
史
』
講
座

　
　
　
　
　
河
出
書
房
昭
和
四
八
年
三
月

戸
木
田
嘉
久

　
「
実
践
的
労
働
組
合
主
義
」
批
判

　
　
　
く
月
刊
金
属
労
働
資
料
Ｖ
　
昭
和
四
七
年
八
月
号

　
現
代
帝
国
主
義
と
労
働
組
合
運
動

　
　
　
く
経
済
Ｖ
　
昭
和
四
七
年
一
〇
月
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
二
　
（
八
〇
二
）

労
働
組
合
運
動
の
当
面
し
て
い
る
政
策
的
諸
問
題

　
　
く
労
働
・
農
民
運
動
Ｖ
　
昭
和
四
七
年
一
〇
月
号

発
達
し
た
資
本
主
義
国
に
お
げ
る
労
働
組
合
運
動
の
現
段
階

　
　
『
現
代
の
労
働
組
合
運
動
』
　
第
三
集

日
本
資
本
主
義
の
高
蓄
積
と
賃
金
の
国
民
的
相
違

　
　
く
経
済
Ｖ
　
昭
和
四
八
年
三
月
号


